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背景：宇宙で直接観測が可能な物質は物質全体の約 5%に過ぎず、約 27%は暗黒物質(Dark 

Matter:DM)が占めると考えられている。DM 候補の 1 つである WIMPs(Weekly Interactive Massive 

Particles) [1]探索では原子核反跳に基づいて実験が行われている。そのターゲット原子核には様々な

候補があるが、中でも 19Fはスピン依存する相互作用で軽い DMを探索する有力な原子核である[2]。

このような軽い DM が生じる信号の検出では、低エネルギー域（~1 keV）に感度を有する検出器が

必要となる。また、低エネルギー域に感度を有する場合には、宇宙線や環境放射線などのバックグ

ラウンドとの弁別が必要である。このような背景のもと、我々は超伝導力学インダクタンス検出器

(Kinetic Inductance Detector:KID) [3]に着目し、低エネルギー域に感度を有し、バックグラウンドとの

分離が可能なフォノン検出器の開発を行っている。超伝導体の

エネルギーギャップはミリ電子ボルト(meV)程度のため、DMの

吸収により生じるフォノンの検出が可能である。実際の検出器

では、図 1 のように Li19F 基板の両面に面被覆率の高い KID

（Lumped Element KID:LEKID）を配置し、それらの信号同時読

み出しにより吸収位置を特定する。また、その位置や信号同期

の有無を用いてバックグラウンドも弁別可能である。 

実験：まず、Li19F基板への素子作製の前段階として、基板両

面への素子作製技術の開発を目的として Si 基板両面に LEKID

を作製して基本特性評価を行った。片面にはマイクロ波信号読

み出しラインを挟んで上下に7個ずつ計14個LEKIDを配置し、

これを基板の表裏両面に作製して希釈冷凍機（0.15 K）で共振特

性を測定した。図 2,3のように両面のLEKIDでマイクロ波共振ピーク

を確認し、両面作製が実現していることを示した。 
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図 1 KID 断面図 

 

図 2 表面 LEKID共振波形 

 

図 2 裏面 LEKID共振波形 
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